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表
　
彰

過
ぐ
る
五
月
二
十
九
日
管
内
歯
科
医

師
会
の
主
催
に
よ
り
、
管
内
小
、
中
学

校
児
童
生
徒
の
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
、

ま
た
、
六
月
三
十
日
に
深
川
小
学
校
で

管
内
小
・
中
学
校
健
康
優
良
児
童
生
徒

の
審
査
会
が
開
催
さ
れ
　
歯
の
部
と
健

康
優
良
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
小
・
中
各
一

名
計
四
名
の
管
内
一
位
が
本
町
よ
り
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
で
あ
り
、
歯
が
優
良
で
あ
る
こ

と
は
、
本
人
に
と
っ
て
大
変
幸
福
な
こ

と
で
す
。
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
本
人

の
普
段
の
心
構
え
は
勿
論
で
す
が
、
家

族
の
理
解
と
協
力
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
毎
年
本
町
か
ら
健
康
優
良
児
童
生

徒
が
出
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
、
そ
れ

ぞ
れ
理
解
し
合
っ
て
「
健
康
宣
言
の
町
」

の
モ
ッ
ト
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
町
づ
く
り

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

歯
の
部

・
小
学
校

明
倫
小
　
六
年

勝
屋
由
美
子
（
市
）

・
中
学
校

三
隅
中
　
三
年

藤
永
　
利
明
（
豊
原
）

健
康
優
良
児
童
、
生
徒
の
部

・
小
学
校

明
倫
小
　
六
年

松
本
　
英
敏
（
下
中
小
野
）

身
長
（
一
五
三
・
七
㎝
）
体
重
（

四
十
四
に即
）
胸
囲
（
七
〇
・
〇
Ｊ
）

・
中
学
校

三
隅
中
三
年
　
藤
永
利
明（
豊
原
）

身
長（
二（
六
・
五
ｍ
）
体
重
（
五

十
九
・
八
Ｊ
）
胸
囲（
八
十
八
・

〇
ｍ
）

一度参加してみませんか
日
曜
日
を
エ
ン
ジ

ョ
イ
す
る
会
と
は
？

こ
の
会
は
、
た
ま

の
日
曜
日
に
、
仲
間

か
集
ま
っ
て
、
思
い

き
り
日
曜
日
を
楽
し

み
な
か
ら
、
仲
間
の

輪
を
広
げ
る
会
で
す
。

・
い
つ
、
毎
月
第
三

日
曜
日（
雨
天
決
行
）

・
だ
れ
か
、
精
神
障

害
回
復
者
、
精
神
衛

生
の
仕
事
に
携
わ
る

者
、
お
よ
び
こ
の
会

の
主
旨
に
ご
賛
同
の

方
な
ど
ど
な
た
で
も

お
世
話
す
る
人

保
健
所
、
病
院
、
精

神
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

職
員
。

お
問
い
合
わ
せ
　
長
門
市
東
深
川

長
門
保
健
所
内
（
電
話
　
只
老
ニ
ー
ニ

ー
ニ（

二

）
あ
く
た
が
わ
、
た
ち
の
、

三
隅
町
三
隅
中
　

三
隅
病
院
内

（
電
話

只
三
起
－

甼
上
一）二

一
）
か
づ
き

第
一
回
目
は
五
月
十
五
日
「
大
寧
寺

で
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
よ
う
＾
:Ｊ
と
集
合

し
ま
し
た
。
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず

三
十
八
名
も
の
参
加
が
あ
り
、
リ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
、
う
た
な
ど
で
楽
し
い
一
日

を
過
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
心
か
ら

楽
し
め
る
場
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

で
、
大
小
は
あ
っ
た
が
殆
ん
ど
が
二
階

建
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
部
落
内
で
か
な
り
大
き
な
納

屋
の
あ
る
家
に
独
身
の
若
者
が
お
れ
ば

二
階
の
一
部
に
畳
を
敷
い
て
、
四
、
五

人
が
休
め
る
寝
室
を
造
り
、
気
の
あ
っ

た
者
の
集
ま
り
場
所
と
し
た
。
中
村
地

区
に
四
、
五
軒
は
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
晩
に
な
る
と
宿
の
き
ま
っ
て
い

な
い
若
者
も
遊
び
に
行
き
、
殆
ん
ど
の

若
者
は
ど
こ
か
の
宿
で
過
し
て
い
た
。

集
ま
る
と
仕
事
の
話
、
異
性
の
話
、
結

婚
の
話
、
と
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
話
が

は
ず
む
。
選
挙
権
の
な
い
時
代
で
政
治

に
は
あ
ま
り
感
興
が
な
く
、
国
民
皆
兵

の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
徴
兵
検
査
、
軍

隊
生
活
に
は
特
別
の
興
味
が
あ
っ
た
様

だ
。
そ
の
外
、
村
の
年
中
行
事
に
は
中

心
と
な
っ
て
参
加
し
て
い
た
。
例
え
ば

ト
ヘ
（
盗
餅
）
二
月
十
四
日
に
は
隣
近

所
の
家
を
訪
れ
お
餅
を
も
ら
っ
て

。ぜ

ん
ざ
い
’
を
つ
く
っ
て
食
べ
る
行
事
（

三
隅
町
誌
）
貰
っ
た
餅
が
多
い
時
は
二

日
も
三
日
も
ぜ
ん
ざ
い
が
続
く
。
娯
楽

の
面
で
は
将
棋
、
相
撲
、
か
る
た
（
百

人
一
首
）
力
く
ら
べ
（
重
い
石
を
持
ち

上
げ
る
）
俵
か
つ
ぎ
等
そ
の
時
々
に
変

わ
る
が
気
分
転
換
を
し
て
明
日
へ
の
原

動
力
を
養
っ
て
い
た
。
雨
天
の
日
は
、

朝
か
ら
藁
を
持
ち
寄
り
草
履
、
草
鞋
、

俵
、
縄
等
藁
仕
事
で
あ
る
。
思
う
に
、

現
在
の
よ
う
に
な
に
も
か
も
と
と
の
っ

た
中
か
ら
求
め
る
の
で
な
く
皆
ん
な
で

考
え
自
ら
の
力
で
最
善
な
も
の
を
作
り

出
し
若
い
時
代
を
過
し
て
い
た
。
そ
の

中
で
社
会
人
と
し
て
の
あ
り
方
、
人
間

関
係
を
身
に
つ
け
て
行
っ
た
の
だ
。
永

い
人
生
の
若
き
時
代
の
一
こ
ま
と
し
て

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
な
つ
か
し

い
思
い
出
の
宿
で
も
あ
っ
た
。
大
正
の

半
ば
頃
ま
で
十
三
軒
残
っ
て
い
た
。

金
子
　
一
雄

「
自
分
の
家
に
住
み
た

い
」
と
い
う
夢
は
、
多
く

の
人
が
持
っ
て
い
ま
す
が
、

税
金
の
問
題
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し

を
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
土
地
や
建
物
を
取

得
す
る
と
所
有
権
の
登
記

を
し
ま
す
が
、
こ
の
登
記

の
と
き
に
か
か
る
の
か
登

録
免
許
税
で
す
。
税
率
は

新
築
や
売
買
な
ど
の
取
得

の
原
因
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
か
、
新
築
の
と
き
は
不

動
産
の
価
額
の
い
％
、
売

買
に
よ
る
と
き
は
５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

不
動
産
を
取
得
し
た
と
き

今
か
ら
考
え
る
と
格
段
の
差
が
あ
る

が
、
農
村
地
区
の
経
済
は
農
業
農
林
そ

の
他
賃
仕
事
で
成
り
立
っ
て
い
た
。
農

業
は
米
麦
が
主
で
あ
り
、
機
械
化
さ
れ

て
い
な
い
時
代
の
農
耕
は
す
べ
て
人
の

力
と
牛
馬
で
営
ま
れ
て
い
た
の
で
春
夏

秋
冬
い
つ
の
季
節
も
次
か
ら
次
へ
と
仕

事
に
追
わ
れ
る
。
林
業
は
そ
の
合
間
に

木
を
切
り
、
木
を
出
し
、
薪
作
り
等
で

径
済
が
成
り
立
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
若
者
の
労
力
は
一
家
の
一
番

大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
。
い
つ
頃
か
ら

か
ま
だ
定
か
で
な
い
が
、
中
村
地
区
に

若
い
衆
宿
が
あ
っ
た
。

農
家
の
構
成
人
員
は
今
の
様
な
核
家

若
い
衆
宿

族
で
な
く
、
十
八
人
、
十
五
人
も
一
緒

に
暮
し
て
い
た
大
家
族
も
あ
り
、
普
通

七
、
八
人
の
家
族
で
あ
っ
た
が
、
家
の

造
り
は
間
数
が
少
な
く
独
身
の
若
者
は

自
分
か
独
占
す
る
部
屋
が
な
い
。
毎
日

重
労
働
で
日
の
沈
む
ま
で
働
い
て
家
に

帰
っ
て
夕
食
を
す
ま
す
と
、
現
在
の
よ

う
に
テ
レ
ビ
’
フ
ジ
オ
’
や
新
聞

も
週
刊
誌
も
な
く
唯
寝
る
だ
け
で
一
日

が
終
わ
る
の
で
は
無
意
味
で
あ
る
と
し

て
、
若
者
の
智
恵
で
考
え
ら
れ
た
の
が

若
い
衆
の
宿
で
あ
る
。

農
家
の
住
い
は
、
母
家
と
納
屋
と
で

出
来
て
い
る
。
納
屋
は
米
麦
の
取
り
入

れ
と
牛
舎
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
建
物

マイホームと税金

は
不
動
産
取
得
税
が
か
か
り
ま
す
。
こ

の
税
率
は
、
不
動
産
の
価
額
の
３
％
で

す
。
不
動
産
の
取
得
や
登
記
か
、
自
分

の
住
む
た
め
の
新
築
住
宅
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
一
定
要
件
に
あ
て
は
ま
る
と
こ

れ
ら
の
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
　
一
方
、

次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
と
き
は
、
一

年
に
つ
き
最
高
３
万
円
が
３
年
間
所
得

税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

一
、
自
分
が
居
住
す
る
た
め
に
、
5
4年

末
ま
で
に
購
入
又
は
新
築
し
た
住
宅

で
あ
る
こ
と
。

二
、
住
宅
の
床
面
積
が
１
６
５
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三
、
完
成
後
６
ヶ
月
以
内
に
入
居
し
引

き
続
き
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

昔
話

日曜日をエンジョイする会へ
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